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 図 2-1 に、áccent と accént6に対するスペクトログラムを示す。 
 
 
図 2-1:アメリカ英語における áccent(左)と accént(右)に対するスペクトログラム7 
 
 まず、目視して確認できるのは、ストレスがある á とストレスがない a との持続時
                                                  
4 (音節)声調を広義のアクセントに含める立場もあるが、本稿では扱わないこととする。この立場に関する詳細は
別稿に譲る。 




7 上段が原波形、下段は縦軸に周波数(単位 Hz)・横軸に時間長(単位 msec.)をとったスペクトログラムである。以
下、呈示の仕方は同様なので略述する。 
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間長の違いである。以下、図 2-2 において、そこの部分を拡大したスペクトログラム
を示す。それぞれの持続時間長8は、ストレスがある á が 130msec.、ストレスのない a
が 61msec.となっており、およそ 1:0.47 の比になっている。 
 
 
図 2-2:ストレスのある á(左)とストレスのない a(右)の拡大図 
 
 次に、両者のフォルマント周波数を計測9すると、ストレスがある á は F1 が 860Hz
で F2 が 1590Hz、ストレスのない a は F1 が 700Hz で F2 が 1850Hz となっている。F1
の差からストレスのない方は開口度が狭まっていること、F2 の差からストレスのない
方は舌が前寄りになっていることが明らかである。 
 最後に、基本周波数曲線10に関して図 2-3 で示す。áccent の方は、á のところで 181Hz
から 228Hz へと上昇し、en のところで 205Hz から 150Hz に下降している。一方、accént






                                                  
8 持続時間長の測定(segmentation)は、第 1 フォルマント(F1)および第 2 フォルマント(F2)が比較的明瞭にあらわ
れているところを基本とし、音圧の変化点および原波形の周期性を手がかりに目視によって定めた。よって、測
定誤差は 5msec.程度含むものとする。 
9 フォルマント周波数の計測に関しては、サンプリングレートを 8kHz にダウンサンプリングした上で、LPC と
スペクトルグラムの目視を併用して行なった。また、フォルマント周波数の測定には、F0(基本周波数)や F3 以上
の高次フォルマントが果たす役割があることは承知しているが、本稿では便宜的に開口度に対応する F1 と舌位置
に対応する F2 のみの測定にとどめる。なお、測定値の呈示は、1 の位で四捨五入した値を示した。 
10 基本周波数曲線に関しては、全て対数スケールで示した。なお、アメリカ英語および後述するスウェーデン語・
モンゴル語(ハルハ方言)に関しては、音圧(intensity)曲線も併記しておく。 
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図 2-3: アメリカ英語における áccent(左)と accént(右)に対する基本周波数曲線11 
 
 以上の特徴をまとめると、表 1 のようになる12。 
表 1:アメリカ英語のアクセントに関する音響音声学的特徴 
 持続時間長  ストレスのある母音の方が長い。 
 フォルマント周波数13 ストレスのある á の F1 の方が大きい。 
 基本周波数  ストレスのある母音の方が高い。 
 
2.1.2.スウェーデン語 
 図 3-1 にスウェーデン語の sága と spára に対するスペクトログラムを示す。 
 
図 3-1: スウェーデン語における sága(左)と spára (右)に対するスペクトログラム 
                                                  
11 上段が原波形、中段が基本周波数曲線(対数スケール、単位 Hz)、下段が音圧曲線(単位 dB)、いずれも横軸は時
間長(単位 msec.)を示す。以下、アメリカ英語・スウェーデン語・モンゴル語(ハルハ方言)は同様の呈示の仕方で
ある。 
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 スウェーデン語においてもアメリカ英語と同様にストレスの有無による持続時間長










を以下に示す。sága の á では 148～150Hz の地点から 95Hz に下降し、a で 95Hz から
152Hz へ上昇した後 122Hz に自然減衰している。spára の á では 123～131Hz の地点か





図 3-2:スウェーデン語における sága(左)と spára (右)に対する基本周波数曲線 
 
 以上の特徴をまとめると、表 2 にようになる。 
表 2: スウェーデン語のアクセントに関する音響音声学的特徴14 
 持続時間長  ストレスのある母音の方が長い。 
 基本周波数  ストレスのある母音の方が低い15。 
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2.1.3.モンゴル語(ハルハ方言) 




図 4-1:モンゴル語における xalx(左)と xalax (右)に対するスペクトログラム 
 





 まず持続時間長からみていく。xalx のはじめの a は 50msec.で語末の弱母音は 78msec.




ここでは xalax における 1 番目の a と 2 番目の a に関する持続時間長の比 1:0.67 にのみ
注目しておきたい｡ 
 次にフォルマント周波数である。xalx におけるはじめの a の F1 は 780Hz で F2 は
1670Hz、弱母音については F1 が 760Hz で F2 は 1530Hz であった。xalax における 1 番
目の a は F1 が 970Hz で F2 が 1680Hz、2 番目の a は F1 が 830Hz で F2 が 1660Hz、語
末の弱母音は F1 が 730Hz で F2 が 1500Hz となった。xalax に関しては、アメリカ英語












はじめの a の F1 は 970Hz であり、語末の弱母音の F1 は 810Hz であった。これらの点
から、巨視的には、ストレスの有無と開口度に関する相関性があることを指摘してお
く。 
フォルマント周波数からは面白い事実が観察できた。それは、xalax における F1 が、






 最後に、基本周波数曲線を図 4-2 に示す。 
 
 
図 4-2: モンゴル語における xalx(左)と xalax (右)に対する基本周波数曲線 
 
 xalx においては、はじめの母音は 250～258Hz でほぼ平坦に、語末の弱母音は 242Hz
から 210Hz に下降してあらわれている。聴覚的には、初頭が高く語末は低い。xalax に




 以上の特徴をまとめると、表 3 のようになる。 
                                                  
18 ここでは扱っていないが、モンゴル語には長母音もある。また語中に長母音が現れた場合の語頭の短母音も考
察して、母音の分類を示す必要がある。包括的な検討は、今後の課題である。 
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表 3:モンゴル語のアクセントに関する音響音声学的特徴 
 持続時間長  (暫定的に)ストレスのある母音の方が長い。 
 フォルマント周波数19 ストレスのある a の F1 が大きい。 
 基本周波数  ストレスがある母音の方が高いとは限らない。 
 
2.1.4.強さアクセントに関するまとめ 
 上述 3 言語の特徴を扱ってきたが、以下で個々の特徴を統合しながら検討する。 
 持続時間長に関する「相対的に長い」に関しては、長母音と短母音との相対差とい








 フォルマント周波数に関しては、本稿では a に限定して計測を行なってきたが、ス







図 5:IPA1996 年改訂版の母音チャートおよび中央化を示す矢印 
 上記の 2 つの観点から筆者が考える「(音声学的)強さアクセント」の特徴は、 
持続時間長が相対的に短く＜かつ/あるいは＞フォルマント周波数が相対的 
                                                  




21 従って、狭母音ならストレスのない母音の F1 が大きくなるという予測も立つ。 












とめたのが、表 4 である。 
 
表 4:強さアクセントに関する音響音声学的特徴 
持続時間長  ストレスのある母音の方が相対的に長い。 
 フォルマント周波数24 ストレスのない母音は相対的に中央化する。 
 基本周波数  ストレスと相関性があるとは限らない。 
→(1)持続時間長が相対的に短く＜かつ/あるいは＞フォルマント周波数が中央
化する「弱母音」の存在 




 図 5-1 で日本語東京方言、図 5-2 で日本語大阪方言における「橋・箸」に対するスペ
クトログラムを示す。 
まず、持続時間長に関しては、日本語東京方言の「橋」における[å]25は 70msec.で[i]
は 91msec.、「箸」における[å]は 71msec.で[i]は 89msec.となっている。日本語大阪方言
の「橋」における[å]は 64msec.で[i]は 80msec.、「箸」における[å]は 63msec.で[i]は 84msec.
となっている。以上から、持続時間長に大差がないことは明らかである。 
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が 770Hz で F2 が 1490Hz、[i]は F1 が 320Hz で F2 が 2050Hz、「箸」における[å]は F1
が 590Hz で F2 が 1440Hz、[i]は F1 が 330Hz で F2 が 2010Hz となっている。日本語大
阪方言の「橋」における[å]は F1 が 680Hz で F2 が 1400Hz、[i]は F1 が 310Hz で F2 が
2030Hz、「箸」における[å]は F1 が 700Hz で F2 が 1500Hz、[i]は F1 が 340Hz で F2 が
1990Hz となっている。東京方言の[å]を除く26と、総じてフォルマント周波数に大きな
差がないことが確認できる。 
 最後に、基本周波数に関して、図 5-3 に東京方言(上段)および大阪方言(下段)を示す。
東京方言の「橋」は[å]で 114Hz から、[i]で 181Hz 近傍に高くなっており、東京方言の
「箸」は[å]で 190Hz から 210Hz に上昇し、[i]で 125Hz から 88Hz に下降している。大
阪方言の「橋」は[å]で 163Hz から 170Hz に上昇し、[i]で 121Hz から 94Hz に下降して
おり、大阪方言の「箸」は[å]の 95～105Hz 近傍から[i]における 125Hz へと高くなって
いる。両方言で正反対のパタンであることが目視と計測値で確認できる。 
 
                                                  
26 東京方言の[å]に関する要因は、4.結語で述べる。 











図 6-1:日本語東京方言の「桜が」(左)   図 6-2:日本語東京方言の「桜が」(左) 






 東京方言における「桜が」の[sa]における[a]は F1 が 620Hz で F2 が 1420Hz、[‰a]に
おける[a]は F1 が 620Hz で F2 が 1400Hz、[˜å]における[å]は F1 が 680Hz で F2 が 1360Hz
                                                  
27 以降音圧曲線は省略する。 
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となっており、「桜」の[sa]における[a]は F1 が 580Hz で F2 が 1440Hz、 
[‰a]における[a]は F1 が 650Hz で F2 が 1360Hz となっている。 
 大阪方言における「桜が」の[sa]における[a]は F1 が 630Hz で F2 が 1340Hz、[‰a]に
おける[a]は F1 が 680Hz で F2 が 1420Hz、[˝å]における[å]は F1 が 710Hz で F2 が 1360Hz
となっており、「桜」の[sa]における[a]は F1 が 610Hz で F2 が 1320Hz、[‰a]における[a]
は F1 が 700Hz で F2 が 1340Hz となっている。 
 両方言で共通して言えるのは、フォルマント周波数に大きな差がないということで
ある。 











ある形となっているが、決定的な違いは第 1 音節から第 2 音節にかけての基本周波数
変動の違いで、東京方言がほぼ 50Hz の上昇を伴っているのに対し、大阪方言は 10Hz
以内で収まっている。聴覚的には、東京方言では第 1 音節が低く第 2 音節以降が相対














てもかまわないのである。以上をまとめたのが、表 5 である。 
 
表 5:高さアクセントに関する音響音声学的特徴 
持続時間長  高さを伴うか否かによる相対差はない。 
 フォルマント周波数29 高さを伴うか否かによる相対差はない。 
 基本周波数  高いところは 1 か所だけでなくてもよい。 
 →(1)「弱母音」が存在しない。 














babalarında((特定の) 父たちのところで)の 4 例であり、福盛(1998、1999、2000a)で用い
たものである。 
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 ここでは、まず語末が高くなることを確認するために、図 7-1 でそれぞれの語彙の
基本周波数曲線を示す。参考までにそれぞれの音節における基本周波数を示しておく。





図 7-1:トルコ語における baba(上段左)、babada(下段右)、 
babalarda(上段右)、babalarında(下段左)に対する基本周波数曲線 
 
図 7-2～5 では、それぞれの語彙に関するスペクトログラムを示す。 
 
  
図 7-2:トルコ語における baba に   図 7-3:トルコ語における babada に 
   対するスペクトログラム      対するスペクトログラム 
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  図 7-4:トルコ語の babalarda に    図 7-5:トルコ語の babalarında に 
   対するスペクトログラム      対するスペクトログラム 
 
 まず持続時間長について示す32。なお、音環境を条件統制するため、a のみ扱ってい
く。baba の第 1 音節は 109msec.第 2 音節は 132msec.、babada の第 1 音節は 105msec.第
2 音節は 116msec.第 3 音節は 138msec.、babalarda33の第 1 音節は 106msec.第 2 音節は
103msec.第 4 音節は 127msec.、babalarında の第 1 音節は 106msec.第 2 音節は 91msec.第









の第 1 音節の F1 は 420Hz で F2 は 1010Hz、第 2 音節の F1 は 440Hz で F2 は 940Hz、
第 4 音節の F1 は 500Hz で F2 は 1320Hz、babalarında の第 1 音節の F1 は 490Hz で F2
は 910Hz、第 2 音節の F1 は 490Hz で F2 は 1050Hz、第 3 音節の F1 は 410Hz で F2 は




                                                  
32 計測値は福盛(2000a)に基づく。 
33 第 3 音節の a は、閉音節にあるので、同一の環境ではないため扱わない。 
34 3 音節以上の語は、便宜的に語末の母音を 1 とし、それ以外の a の平均値との比をとる。 
35 福盛(2000b)において別の例も検討しているが、「高くなる」母音と、そうでない母音との比はおよそ 1:0.8 であ
り、ここでの結果もその範囲に収まると考えて差し支えはなく、定量的再現性はあると言える。 
36 計測値は福盛(1998)に基づく。なお、示す対象は持続時間長で示したので繰り返さない。 
認知科学研究                                                            室蘭認知科学研究会 
No.1, pp. 21-40, 2002. 
37 
 以上の特徴をまとめると、表 6 のようになる。 
表 6:トルコ語のアクセント(基本パタン)に関する音響音声学的特徴 
 持続時間長  語末(語の最終音節)の母音の方が長くなるが、 
いわゆる強さアクセントの言語ほど長くはなら 
ない。 
 フォルマント周波数 語末と語末以外の母音との間に相対差はない。 



























                                                  




































F1 が 180Hz もの相対差が生じた点も注目したい。これらは、弱母音への過渡的段階を
示している可能性がある。母音の質の変化によって、弱母音が生じ、高さとの相関性
がなくなっていく43ことで強さアクセント化するという可能性である。 







認知科学研究                                                            室蘭認知科学研究会 































Bolinger, D.L. (1958) A theory of pitch accent in English. Word 14. 2-3. 109-149. 
Demircan, Ö. (1996) Türkçenin Sesdizimi. Beyazıt/İstanbul. Der Yayınevi. 
Fry, D.B. (1955) Duration and intensity as physical correlates of linguistic stress. JASA.27-4. 765-768. 
Horton, M. (1916) Kleine Türkische Sprachlehre. Heidelberg. 
Konrot, A. (1981) Towards Understanding Turkish Stress: An Acoustic and Perceptual Study. University of Essex, 
Dr. Thesis. 
                                                                                                                                                           
福盛他(1999)および菅井・福盛(2001)でも実例を示している。 
つかさアクセント考                                                                  福盛貴弘 
40 
Lewis, G.L. (1967) Turkish Grammar. Oxford. Oxford University Press. 
Radloff, W. (1882) Phonetik der nördlichen Türkaprachen. Leipzig. 
Roach, P. (19912) English Phonetics and Phonology. Cambridge University Press, Cambridge. 
 
 
 
執筆者紹介 
所属：筑波大学大学院・日本学術振興会特別研究員 
専門分野：実験音声学・言語学(トルコ語・日本語など) 
Email：fumi@lingua.tsukuba.ac.jp 
